




































現在、留学生として日本に訪れているフィリピン人は 1000 人ほど [日本学生支援機構 
online: index.html] で、留学生全体のわずか 0.5%であり、それゆえ教育機関で日本語を学
んでいる学習者も少ない。その一方で、日本に在留しているフィリピン出身者は約 23 万人、
在留外国人の 1 割にものぼる [法務省 online: nyuukokukanri04_00057.html]。フィリピン国




国際交流基金 2013, pp.52-53)、正しい発音に対する意識も高い (片桐 2005) ものの、音声
指導に関する研究は筆者の知る限り、ガリエーゴ (2011, 2012) 以外に見られない。 







が、タガログ語を母語とする者はフィリピン国民全体の 3 分の 1 (Brown and Ogilvie (ed.) 
2008, p.1035) ないしは 4 分の 1 (金 2004) と言われており、母語話者数第 2位のセブアノ
語と大差ない。フィリピンは多言語国家であり2、多くは第二言語としてタガログ語を使用
している。 
タガログ語の単母音は /i/, /e/, /a/, /o/, /u/ の 5 つであるが、/o/ と /e/ はスペイン語の影
響である (Brown and Ogilvie (ed.) 2008, p.1036)。フィリピンでタガログ語に次いで母語話者
の多いセブアノ語は、借用語によって /e/, /o/ も用いられるものの、基本的には /i/, /a/, /u/ 
の 3 母音体系である (亀井孝ほか (編) 1989, p.444, Brown and Ogilvie (ed.) 2008, p.198)。そ
の他、比較的母語話者数の多いフィリピンの言語の音素としての母音数は、カパンパンガ
ン語が 5 母音、イロカノ語が 4母音、ヒリガイノン語、ビコル語が 3 母音、サマル・レイ
テ語 (ワライ語) は 3 (方言によっては 4) 母音で、比較的母音数が少ないものが多い 
















リエーゴ (2011, 2012) が挙げられる。ガリエーゴ (2011) ではアクセントの指導が母音の
長短の産出を改善するかを調査している。日本語の高低アクセントを指導することで短母
音の長音化はある程度改善する可能性が示されている。ガリエーゴ (2012) ではフィリピ
                                                   
1 亀井ほか(編) (1992) の「フィリピノ語」の項参照。 
2 亀井ほか(編) (1992) の「フィリピン諸語」の項では、120 言語が扱われている。それらの全ての語がオ
ーストロネシア語族のヘスペロネシア語派に分類されている。 

























表 1 各学習者の情報 
 性別 年齢 母語以外の言語 
C1 女性 20代 タガログ語 (native or bilingual)、英語 (fluent)、
日本語（初級後半） 
C2 女性 20代 タガログ語 (native or bilingual)、英語 (fluent) 、
日本語（初級後半） 





いる『みんなの日本語 第二版 初級Ⅰ・Ⅱ 本冊』とその補助教材である『みんなの日本
                                                   
3 セブアノとは言語名を指すと同時に、セブの人々を指す語でもある。 
4 1.native or bilingual, 2.fluent, 3.intermediate, 4.basic の 4 レベルから選択させた。 




語 第二版 初級Ⅰ・Ⅱ 翻訳・文法解説5』に掲載されている各課の語彙を用いた。ほとん
どが単語であるが、まれに短い会話表現も含まれる (「お大事に」「失礼します」、など)。
前半の第 1～25 課は各課を 1 回ずつ行ったが、第 26 課以降は 2 回ずつ行った。また、25
課と 26 課の間に、まとめとして 1～5、6～10、11～15、16～20、21～25、1～25 課を範囲












りは除外した。1 つの語彙で複数の誤りがあるものは、それぞれの誤りを 1 つとカウント
した。例えば、「もうすぐ」を「もすご」と誤答した場合、以下の表 2 のように分析した。 
 
表 2 誤答分析の例 
正答 誤答 誤り 









3名、48 回分のテスト (計 480 問) のテストで、全ての誤りの数は 275 個6であった。誤
りを分類した結果を以下の図1に示した。その中で母音の誤りと分析された誤りは72個で、








全体の 26%にのぼった。そのほか、清濁の誤りが 25個7、清濁以外の子音の誤りが 15 個8、





















9 長音のない位置に長音を示唆する表記 (ひらがなで書くべき語であればア行の仮名、カタカナ語は「ー」) 
が書かれていたり、もしくはその逆であったりする場合。また、長音の位置を誤った場合も含んでいる。
促音、撥音についても同じ。 















                                                   
10 欠席等のため、3 名ともが全てのテストを受けたわけではない。欠席してテストを受けていないものは
算出から除外し、より正確な数字を導いた。 





図 3 母音の誤りが起こる確率（種類別） 
 
さらに、被験者ごとの傾向を見るために母音の誤りの出現率を算出した（図 4）。被験者
C-2 はそもそも母音の誤りが少なく、どの項目も 1％未満である。また、被験者 C-1はウ段・
オ段間での誤りが多く 6%ほどであるが、イ段・エ段間の誤りは 1%台である。なお、被験
者 C-1のウ段・オ段間の誤りは 39件であるが、そのうち 17件が拗音での誤り11であった。





図 4 各被験者の母音誤りの出現率 
                                                   
11 なお、被験者 C2 には拗音での母音の誤りはなく、C3 はわずか 3 件である。 









た。3 被験者全てのデータから算出したデータが、以下の図 5 である。語中＞語頭＞語末
の順になっているものの、どの位置も 1％台で大きな差は見られない。Fisher の正確性検
定を行ったところ、p値は 0.8422 で、有意差も認められなかった。 
 
 
図 5 母音の誤りが起こる確率（位置別） 
 
次に個人差を見るために、被験者ごとに分類したデータを提示する。そもそも母音の誤
りが少ない被験者 C2 については除外する。被験者 C1 は図 6 に、C3 は図 7 にそれぞれ結
果を示す。 
被験者 C1 は語頭での誤りが最も割合が高く、語末、語中と続く。被験者 C3は語中での
誤りが最も割合が高く、次に語頭、最も低いのが語末である。それぞれについて Fisher の









図 6 被験者 C1の母音誤りが起こる確率（位置ごと） 
 
 




は基本的に 3 母音体系であり、/o/ と /e/ は借用語にしか存在しない。母音の聞き取りに
誤答が発生することを予想して検証を行ったが、語彙のディクテーションテストでは全て




/o/ と /e/ が存在しないため、オ段やエ段の音が正確に聞き取れず、ウ段やイ段と混同し
てしまったためと考えられる。予想どおり、母語の母音数の少なさによって、日本語の母





































                                                   
12 本稿で扱った被験者は、教員である筆者に対しても断片的に英語を使う場面があるが、”scanner” を 
[ˈskana] のように発音したために、何を言っているか理解するのに時間がかかったということがあった 
(なお、アメリカ英語での発音は [ˈskænɚ] である)。 
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A Preliminary Study on Perception  
of Japanese Language Vowels:  




It can be assumed that native Cebuano speakers who are learning the Japanese language have 
trouble in differentiating the different Japanese vowels. This is because the Cebuano language has 
only three vowels: /i/, /a/, and /u/.  
This study aims to observe the method by which Cebuano native speakers recognize Japanese 
language vowels. 
I recorded and analyzed the data of three learners through the word quizzes on which they took 
dictations. The result shows that some of them find it difficult to differentiate /o/ from /u/ and /e/ 
from /i/; however, this depends on the abilities of the individuals. 
 
